
- 1 - 

平成14年（2002年）1月1日 
 
 
 
 
 
 
 
                       
 
 
 
 
 

廃棄物学会会長   田中 勝 
 

新年明けましておめでとうございます。 

昨年は、米国の同時多発テロ事件、炭疽菌事件、狂牛病騒

ぎ等、暗いニュースが多い 1年でしたが、12月には皇太子ご

夫妻にお子様誕生と明るいニュースが飛び込んできました。

今年も明るい話題で希望に満ちた夢のある年にしたいもので

す。 

私たちの廃棄物学会は、設立12年目を迎え、個人会員、公

益会員、賛助会員を加えて 4,200 名を超える団体になり、今

もなお会員は増え続けています。会員が増えているというこ

とは、廃棄物問題が山積している今日、廃棄物学会に夢と期

待が持たれているからだと思われます。 

21 世紀は、廃棄物が出来るだけ発生しない社会、天然資源

採取量を抑制し、環境負荷の低減、持続可能な経済社会の実

現につながる社会、すなわち循環型経済社会の構築が求めら

れています。私も内閣府の経済財政諮問会議専門調査会メン

バーとして、循環型経済社会の実現に向けた課題について出

来るだけ俯瞰的視点から検討を行いました。国民が共有すべ

き基本的なビジョンとその実現に向けたシナリオを明確化す

ることを目的に、昨年11月末には「循環型経済社会に関する

専門調査会」中間取りまとめを発表しました。その中では、1）

ごみを「不要なもの」から「資源･エネルギー」として活用す

る社会へ転換、2）2050年までに埋め立て処分量を10分の 1

にすること、3）情報ヘッドクォーターの創設を柱にして提言

しています。(詳しくは「経済財政諮問会議」ホームページを

参照下さい) 

廃棄物が適正に処理されるためには、解決しなければなら

ない問題がたくさんあります。このような問題解決のために、

会員の皆さんの調査や研究の成果が生かされ、科学的データ

や知見に基づいて、合理的に解決されることを願っています。

施策の効果を定期的に見直し、科学的根拠に基づく廃棄物行

政を推進し、また現場での適正な廃棄物処理の実施に、廃棄

物学会は技術面や科学面でサポートすることが望まれていま

す。 

これからも大きな夢と期待がかけられている廃棄物学会で

すが、一方では厳しい運営を強いられています。学会では、

11 年の実績の下、改革を断行すべく廃棄物学会の対象範囲、

学会のメリット、支部活動、財政基盤の強化、 IT 時代にお

ける情報発信のあり方を検討しています。一年前に会員に対

してアンケート調査を行いました。皆さんの学会に対するニ

ーズを把握し、また評議員からも意見を聞き、その結果を今

後の学会の運営に生かすべく最大限努力してまいります。 

今年度も、学会誌の発行、研究発表会の運営、学会ニュー

ス、英文ニューズレターの発行、研究の活性化のための助成、

セミナー、シンポジウムの開催など、色々実施してまいりま

した。また年の暮れ12月には廃棄物学会が中心となって、PCB

廃棄物や、感染性廃棄物、ダイオキシン汚染廃棄物の処理な

ど有害廃棄物問題を議論すべく、環太平洋有害廃棄物国際会

議を岡山にて開催し、成功を納めることが出来ました。ご支

援いただいた皆様にはこの場を借りて、厚くお礼を申し上げ

ます。 

これからの学会運営に関しましては、学会のホームページ

を充実する等まだ残された課題も多いわけです。賛助会員の

増加で財政体質を好転させ、サステーナブルな学会にしなけ

ればなりません。また学会活動として、なんでもかんでもや

るのではなく、メリハリをつけ、やるべきことには優先順位

をつけて、効率よく活動していきたいと考えています。その

ような意味で、会員の間でも議論していただき、改革すべき

点は改革を断行していきたいと思います。法人化についても、

未だそのめどは立っていません。今日まで文部科学省に対し

ては様々な資料を提出し対応をしてきましたが、いつ法人化

されるのか依然不透明のままです。 

このように期待されている学会を運営するのも学会員、負

担するのも、便益を受けるのも学会員であり会員中心のそし

て開かれた夢のある学会を目指して改革をしていきたいと思

います。どうぞ廃棄物学会をこれまで以上にご支援ください

ますよう宜しくお願いします。 

皆様のご健勝を祈念して、新年のご挨拶とさせていただき

ます。      （岡山大学大学院自然科学研究科教授） 
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第 12 回研究発表会は、平成13 年10 月31日～11月 2日

の3日間、横浜市神奈川県民ホールほか3施設で開催された。

毎回会場探しに頭を痛めているが、口頭発表会場数を確保す

るために、今回も昨年につづいて分散会場となった。会場の

うち横浜市開港記念会館がやや離れているのが気がかりだ

ったが、幸い好天に恵まれ、遠すぎるとの不満はあまり聞か

れなかった。逆に建物がアンティーク調でよかったとの声も

聞かれた。 

当日の運営作業の中では、前日の論文集搬入と1日目朝の

受付が最大の問題である。1500部もの論文集を受付に運び、

3 分冊をセットにするのはかなりの重労働で、約 20 名で 1

時間半はかかってしまう。論文集の厚さ（重さ）を何とかし

てほしいとの意見を多く聞くが、CD-ROM 化を含めて考える

べきときに来ている。また、開場時間の制約がある公的施設

を利用したので、受付の混雑を覚悟したが長い行列ができる

こともなく、スムーズに進めることができた。むしろ従来の

事前申込制を当日受付に変えたため、見学会受付の列が長く

なり、3コースとも早々と定員に達してしまった。申込でき

なかった方からの不満もあったが、これは定員が例年より少

なかったわけではなく、見学先が魅力的であったことによる

と思われる。また、各セッション会場での口頭発表の受付を

なくすなど、全体に簡略化をはかっている。 

参加者数は表1のとおりで、昨年よりも100名以上増加し

た。研究発表数は 383 件で、口頭発表は7 会場で行われた。

会場数が多いため、立ち見が出たのはごく一部であったよう

だ。優秀プレゼンテーション賞は座長2名による審査の結果、

表 2のように決定した。賞状と副賞（図書券）が、研究発表

会終了後に贈られた。ポスター発表は、今回は会場が広かっ

たため、2 日分のポスターをすべて展示することができ、ま

たゆったりと議論できたと好評であった。ただし口頭発表会

場と離れていたため、セッション進行時間の参加者が少ない

ことは残念であった。また発表日の区別がわかりにくいとの

指摘もあった。学会役員、常設委員会委員、実行委員会委員

の投票の結果、優秀ポスター賞は表 3のように決定し、2日

目夜の懇親会で表彰した。 

特別講演は加藤三郎氏、中西準子氏にお願いした。いずれ

も素晴らしい講演であったとの声が多く聞かれた。部屋がや

や小さかったことや全体スケジュールの関係で 2 つの小集

会を並行して開催せざるを得なかったため参加できない人

がいたことは残念であった。小集会は6 部会が開催した。昨

年より春のシンポジウム開催を始め、研究委員会には春と秋

の調整をお願いしているが、やはり研究発表会に開催を希望

する部会が多い。発表数増加のため、スケジュール調整が悩

みだが、小集会はひとつのテーマについてまとまった議論を

行えるとの長所がある。一般発表、小集会がうまく両立する

ような方法を考える必要がある。 

2日目夜の懇親会は、会場から溢れんばかりの盛況であっ

た。開会前にはジャズ演奏が準備され、雰囲気をもり立てた。

いつものように、挨拶が終わり懇談が始まると食べ物は瞬く

うちに消えていった。 

また、韓国からは今回も多くの研究発表が国際セッション

で行われたが、懇親会には現韓国廃棄物学会長李盛鍋氏を初

め、歴代の会長に参加していただいた。現会長より紹介があ

り、盛大な拍手を受けた。 

その他、セッション報告、各企画の報告は、1月末発行の

学会誌で報告する予定である。 

今回の開催に当たっては、地元・杉島和三郎氏を委員長とす

表1 第12 回研究発表会参加者受付数（単位：名） 
事前登録 当日受付  

 
※595 会 員 学 生 非会員 国際Ｓ 計 累計 

31日 373 552 61 124 0 1,110 1,110 

1日 75 170 15 28 0 288 1,398 

2日 10 17 1 5 0 33 1,431 

欠席 137  1,568 

 ※ 事前登録内訳（正会員：320、公益会員所属：22、賛助会員所属：148、学生会
員：44、非会員：66）合計595名 うち137名は不参加だったため講演論文集を送
付しています。 

表2 優秀プレゼンテーション賞受賞者（氏名五十音順） 
受賞者 

石井 一英 
乾   徹 
尾崎 夏栄 
小野田 弘士 
小俣 美咲 
新宮 康之 
鈴木 憲司 
寺下 敬次郎 
徳野 剛史 
藤井 隆夫 
藤原 茂樹 
布施 正暁 
渕上 浩司 
堀田 雅也 
松本 克美 
森本 和花 
山田 正人 
吉田 佳子 
 
Akio Ito 
In-Hoo Hwang 

北海道大学 
京都大学 
岡山大学 
早稲田大学 
中央大学 
清水建設株式会社 
産業技術総合研究所 
大阪府立大学 
金沢大学 
東京大学 
ＮＫＫ 
中央大学 
ＮＫＫ 
豊橋技術科学大学 
栗田工業株式会社 
ＩＮＡＸ 
国立環境研究所 
川崎市 

-国際セッション- 
 
University of Seoul 
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表３ 優秀ポスター賞受賞論文名及び受賞者 
講演番号 表題・受賞者 

A5-6 
 
 

 
B1-5 
 

 
B4-7 

 
C2-4 

 
C3-6 
 

C7-8 

 
E2-7 
 
 

都市ごみゼロエミッションシナリオのコスト･二酸化炭素排
出量･エネルギー消費量評価 

北海道大学 松藤 敏彦、田中 信壽 
         復建調査設計株式会社 羽原 浩史 

下水汚泥焼却灰からのリン酸カルシウムとしてのリン回収
実験 

川崎市 高橋泰弘、吉田佳子、秦野正人 
コンポスト化反応のシミュレーション 

山梨大学 金子栄廣 
廃棄物高温空気燃焼に関する数値計算 

ＮＫＫ 鈴木 実 
建設廃木材の焼却生成物質（第１報） 
埼玉県環境科学国際センター 倉田泰人、小野雄策、河村清史 

焼却施設集積地域におけるダイオキシン類汚染 
関東学院大学 川本克也、鈴木和将 

土壌・地下水汚染調査における地形・地質構造のモデル化手
法と予測修復への適用 

群馬県 石井邦幸  北海道大学 古市 徹、石井一英 

 

る実行委員会、および神奈川県、横浜市、地元企業な 

どの協力体制に支えられたものである。深くお礼申し上げま

す。 

次回、第13 回研究発表会は平成14年 11月28 日（木） 

～11月30日（土）の3日間、京都市国際会議場において

開催する。多くの参加をお願いします。 

（年会委員会幹事 松藤敏彦 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲（上）講演する中西準子氏 （下）優秀ポスター賞受賞者の皆さん 

 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 企画委員会 ■□■□ 

 

 

  

 

平成13年 11月28日、幕張メッセにおいて廃棄物学会

技術シンポジウムが開催された。参加者は約 180 名と多

く盛会であった。 

「次世代ストーカ炉への期待と課題」と題する基調講

演は、当初京都大学の武田信生氏の講演予定であったが、

体調を崩されたため、急遽、杉島和三郎氏に代理をお願

いした。杉島氏の話はストーカ炉の開発の歴史を中心と

した大変興味深いもので、当日のシンポに歴史的な奥行

きを与えた。また、若い技術者等にとって大変貴重なも

のとなった。続いて、最近のストーカ炉の開発事例の発

表が行われた。発表事例は公募により原稿が寄せられた

10社から6社を選んだものである。選考は企画委員会で

行ったが、当日のシンポジウムを組む上で興味深いもの

という基準で行った。各社15分づつの持ち時間で①開発

の基本コンセプト②重要なキーテクノロジーの開発実証

結果等の発表をいただいた。参加各社は、ストーカ炉の

低空気比高温燃焼技術の開発を中心に、炉の耐用度を高

めるための水冷火格子やボイラ壁のタイル化および焼却

灰の焼成・焼結等によるクリーン化等に挑戦しているこ

とが分かった。  

発表後は質疑応答に移り、発表者全員が壇上に並び会

場の参加者と討議した。質問はメーカ技術者からの高度

な技術的質問から自治体関係者による開発の熟度、実機

化の時期等に関するものなど広範囲にわたっていた。 

               （企画委員会 藤吉 秀昭 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 会場風景 
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第10回環太平洋有害廃棄物国際会議（2001 PBC in Okayama）

は、岡山大学、廃棄物学会、環太平洋有害廃棄物研究・管理協

議会（PBC）の主催、環境省、米国国立環境衛生科学研究所の

後援で、岡山県、岡山市の協力を得て 12 月 5 日から 3 日間に

わたって開催された。初日は、岡山ロイヤルホテルで開会式、

基調講演、2 つの全体セッション、歓迎レセプションが行われ

た。2日目、3日目は、岡山大学で技術セッション（計12 セッ

ション）、ポスターセッションと閉会式が行われ、両日の午後

には施設見学（2日目：岡山県環境保全事業団・川崎製鉄コー

ス、3日目：岡山市東部クリーンセンターコース）が実施され

た。この会議には17 カ国から約200名（海外からの参加者41

名）が参加し、過去最高の81 件に上る講演発表が行われた。 

初日の開会式では、大会長である田中勝岡山大学教授（廃

棄物学会長）からこの会議の概要に関する報告が行われ、続い

て河野伊一郎岡山大学学長、岡澤和好環境省廃棄物・リサイク

ル部長、石井正弘岡山県知事、萩原誠司岡山市長の挨拶及び

PBC のPeralta事務局長によるPBCの現況報告と理事会メンバ

ーの紹介が行われた。基調講演では、米国アルバニー大学の

Carpenter 教授が、「有害廃棄物処理施設付近の住民にかかわ

る疾病」と題する講演を行い、引き続いて、中国、韓国及び環

境省産業廃棄物課の由田課長から、各国の有害廃棄物又は産業

廃棄物処理の現状とその政策に関する講演が行われた。 

午後の最初の全体セッション（1）では、高月紘京都大学教

授から豊島の産業廃棄物問題に関する報告、米国ニューヨーク

州保健局のSalkin博士から感染性廃棄物の処理と代替技術に

関する発表、フランスのリヨン科学技術院のモスコビッツ教授

から統一的な環境戦略に向けての廃棄物の安定化に関する発

表が行われた。続く全体セッション（2）では、インドネシア

のDamanhuri博士から同国の有害廃棄物処理に関する講演、カ

ナダの Armour 博士から少量有害化学物質の管理と処理に関す

る講演、経済産業省リサイクル推進課の田辺課長から日本にお

ける循環型社会の構築に関する講演が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 全体セッションの様子 

▼ 懇親会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初日の模様は、マスコミ各社により取材され、夕方のニュー

ス番組で早速放映された。 

夜の歓迎レセプションには多数の参加者が集まり、満員の会

場の中で盛大かつ和気藹々と催された。とくに宴たけなわで始

まった備中神楽「やまたの大蛇」の出し物では、その迫力ある

踊りに参加者一同が引き込まれてしまった。とくに海外からの

参加者にとっては、日本文化の神髄に触れる忘れられない一夜

となったものと思われる。 

2日目は、会場を岡山大学に移して、午前中に 4会場で計8

セッションが予定通り行われた。各講演の発表時間は約20 分

という制約の中でも活発な質疑が相次ぎ、国際会議らしい討議

の盛り上がりが随所で見られた。コーヒーブレークの時間帯に

はポスターセッションも行われ、こちらも参加者の討議する姿

が多数見られた。 

最終日は、朝9 時から 4 セッションが並列で進められ、そ

の後、コーヒーブレーク時のポスターセッションを挟んで、11

時から総括・閉会セッションが催された。Peralta 事務局長か

ら 3日間の会議の内容に関する総括の報告があり、引き続いて

大会長の田中勝教授より閉会に向けての挨拶が行われた。挨拶

の最後に「岡山宣言」が読み上げられ、満場一致で採択された。

次回の会議はバンコック、その後は中国で行う方向で準備が進

められているとの報告もなされて、万雷の拍手の中で3日間に

わたる会議の幕が閉じられた。 

今回の会議開催に際しては、提出論文のほとんどを掲載し

たプロシーディングが直前に発行され、また、同時テロに起因

する旅行制限などの影響による欠席者も僅かに止まって会議

が円滑に進められたことは、準備に携わった者一同、共に喜び

とするところである。最後になったが、ご協賛下さった多くの

団体・企業を始めとして、多くの関係者に多大のご協力・ご支

援・ご高配を賜った。ここに記して厚くお礼を申し上げる次第

である。 

     （PBC実行委員会 松村 治夫 記） 
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■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 関西地区連絡会 ■□■□ 

 

 

 

廃棄物学会関西地区連絡会では、平成13年11月20日（火）、

兵庫県姫路市で家電製品リサイクル施設の見学会とセミナー

を開催し、68名の参加がありました。 

 まず、午前中は西山工場長の案内で、㈱アール・ビー・エ

ヌ(Recyle Business Network)の家電製品リサイクルプラント

の見学を行いました。 

 午後は、姫路市民会館において、4人の講師から廃家電リサ

イクルの最前線の話を拝聴しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 講演する河村氏 

第1の講演は、兵庫県県民生活部環境局環境整備課主幹 岡

崎俊忠氏が、「兵庫県の『家電リサイクルの取り組み』につい

て」と題して、「兵庫方式」と呼ばれるフローを説明されまし

た。 

 次に、姫路市環境局美化部美化業務課長 藤田敏巳氏から、

「市町村から見た廃家電リサイクルー現状と課題ー」と題し

て、法の施行に向けて、市民への周知徹底方法等の現状を報

告していただきました。 

 3番目は、三洋電機㈱品質・ＣＳ・環境推進センター環境推

進グループマネージャー 清水宏晏氏が、「廃家電リサイクル

システムの構築と現状」と題して、メーカーとしていかに腐

心して廃家電の収集ルートを作り上げてきたかの説明をされ

ました。 

 最後に、㈱タクマ新エネ・環境本部事業推進部営業企画課 

河村公平氏が「廃家電リサイクルの技術ーここまでできるリ

サイクルー」と題して、装置メーカーとしてのリサイクル技

術の最前線を廃家電やプリント基板のリサイクル技術を事例

に説明されました。熱心な質疑応答のうえ、中道民広幹事（神

戸市）が締めくくりの挨拶をされ、成功裡にセミナーを散会

しました。        (関西地区連絡会 福永 勲 記) 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 中国四国地区連絡会 ■□■□ 

 
 

 

平成13年11月9日（金）、広島ガーデンパレスにて、中国

四国地区連絡会セミナーが水環境学会中国四国支部岡山瀬戸

内環境フォーラムとの共催により開催された。 

中国四国地区連絡会は、本年度より事務局を岡山から広島

に移し、今回のセミナーは、今岡幹事長（広島工業大学 教授）、

羽原事務局長（復建調査設計㈱）体制のもと、実質的に初の

行事となったが、広く市民を含めた73人の参加者により会場

は満席状態となった。 

講演も、「ふろしき文化とごみ－楽しいふろしき体験“包ん

で結んで楽しんで”-」と題して、ふろしき研究会代表（コピ

ーライタ）森田知都子氏による、実演を交えたふろしきの利

用方法の説明に会場からは、感嘆の声があがっていた。また、

岡山大学資源生物科学研究所 岡村秀雄氏による“沿岸域の廃

棄物-船底塗料の化学物質-において”は、新規防汚剤である

イルガロールの実態と生態系への影響が提示された。 

 

ドイツからの一時帰国を利用して講演いただいた環境コン

サルタント（欧州環境規制調査）望月浩二氏からは、“最新・

ヨーロッパの廃棄物・環境規制事情”と題して、環境先進国

ドイツにおける廃棄物・エネルギー事情等の貴重な情報が提

供された。 

広島地区を中心に、産官学に加え一般市民からも多くの参

加者があり、各講演に対しても活発な質疑応答が行われたが、

特に森田氏の講演では、今岡幹事長の頭巾姿、ふろしきによ

る循環の輪の形成等、笑いの中和やかな一時が持たれた。ま

た、同日、講師を交えた懇親会も開催され、ここでも活発な

意見交換が行われた。（中国四国地区連絡会 宗村 邦嗣 記）

� 

講
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■□■□ 企画委員会 ■□■□■□■□■□ ■□■□■□■□ 選挙管理委員会 ■□■□

市民と学生のためのセミナー 
 

 

 下記要領にて首記セミナー開催します。奮ってご参
加ください。 
開催日時：平成14年 2月 8日（金）13:30～16:30 

開催場所：慶應義塾大学大学院棟1F313番教室 

       （東京都港区三田2-15-45） 

参加費：1,000円（資料代）※当日会場にて申受けます。 

パネリスト  北海道環境アドバイザー 中村恵子 

 ㈱福田商会プラスチック事業部長 川島章弘 

経済産業省リサイクル推進課長 田辺靖雄 

立川市環境下水道部ごみ推進課 有竹隆男 

コーディネーター 市民消費者研究部会 西ヶ谷信雄 

申込方法：往復はがきに①氏名②勤務先③住所④電話

番号を明記し、申込先へ（返信はがきに返

信先住所・氏名を記入しておいて下さい。） 

申込先：〒108-0014 

 東京都港区芝5-1-9 豊前屋ビル5F 

 廃棄物学会事務局 

市民と学生のためのセミナー係 

申込期限：平成14年 1月25日（金） 

 

 
 
廃棄物学会第 7 期役員（理事・監事）の選任につき、

廃棄物学会会則及び廃棄物学会役員の選任に関する規程

にもとづき、次の日程で選挙を行います。 

◎ 告示：平成14年 1月31日（木） 

（廃棄物学会誌第 13 巻第 1 号並びに廃棄物学会事務局に告示します。） 

◎ 立候補者の届出： 

平成14年 1月 31日（木）から2月21日（木）まで。必

着 

◎ 投票用紙の発送：平成14年2月 28日（木） 

◎ 投票締め切り：平成14年3月19日（火）必着 

◎ 開票：平成14年 3月20日（水） 

◎ 選挙結果の承認（新役員の決定）： 

平成14年度総会 

※ 立候補の届け出及び候補者の推薦にあたっては、別

紙「廃棄物学会第 7 期役員選挙立候補届・推薦届」

を使用して下さい。 

※ 立候補者及び推薦人は、選挙権及び被選挙権を有す

る正会員（平成13年9月 30日までに平成13年度会

費を納入した正会員）に限ります。 

 
 
 

☆☆事務局だより☆☆ 
 西暦で表示すると数字の並びが良い2002年を迎えま
した。昨年までに、循環型社会形成のための法律、国
の行政組織や研究体制等も整備され、循環、廃棄物、
リサイクル、環境負荷低減等をキーワードとした様々
な行政施策や研究、技術開発の国家プロジェクトが進
行中です。廃棄物分野において、本年を数字の並び通
りの良い年とするには、廃棄物学会員を核とした連携
によって人材とお金を有効活用し、これらの事業から
廃棄物問題の具体的な解決と循環型社会実現に本当に
役立つ成果を生み出すことが必要です。 
 最近の研究発表会では、大学や企業の若い方が口頭
発表者となる例が増加しています。この状況は喜ばし
いことですが、残念ながら、それらの方々が会員であ
る割合は低いようです。今後も、廃棄物学会員が核と
なって循環型社会形成に貢献していくには、廃棄物学
会の持続可能な発展が不可欠です。そのためには、学
会の活動基盤を支えるとともに活動を活性化する若手
会員の増強が、きわめて重要です。共同発表者の会員
の方には、非会員の若い口頭発表者が廃棄物学会へ入
会するように誘導していただくことを、是非ともお願
いいたします。            (谷川 昇) 

会 員 状 況     H13.11.30現在 
（ ）内は、H13.4.1以降の増減 

正 会 員 3,625（222）  
学生会員 298（ 63）  

外国人会員（ＤＭ） 20（  1）  
公益会員 116（  5）  
賛助会員 216（ 15）  

計  4,275（306）  
注）外国人会員(DM)は、廃棄物学会外国人等会員規程第 4条に定める会員を示す。 

廃棄物学会ニュースNo.66  平成14年1月1日発行
廃棄物学会  〒108-0014東京都港区芝5-1-9豊前屋ビル5F

Tel.03-3769-5099 Fax.03-3769-1492
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jswme/index.html
古紙配合率100%再生紙を使用しています

事務局は1月7日(月)より業務を開始します。 

富山県立大学短期大学部環境工学科教員公募 

2002 月 4 月より同学科および専攻科で廃棄物分野を担

当する教員（講師または助教授1名）を募集しています

（応募締切：2002年1月15日）。 

詳細は環境工学科楠井（ｸｽｲ）までお問合わせください.

(tel:0766-56-7500,E-mail:kusui@pu-toyama.ac.jp) 


